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2020年がスタートしました。お正月期間は素晴らしい天候に恵まれ、一年の始まりとしてとても気持ちの
良いお正月を皆様迎えられたのではないでしょうか。
そして、いよいよ今年は待ちに待ったオリンピックイヤーです。どのような年になるのか。ワクワク、ド

キドキが止まりません！私事ではありますが、過去2回のオリンピック競技チケット抽選では残念ながら落
選しております。残るは通常購入の道となるのですが、一生に一度のことですので何とか参加をしたいなと
思っています。
今年は世界中から多くの人が日本に、そして東京にやってきます。商売としても非常に楽しみな年になる

と思います。業界全体が盛り上がるような年になってほしいです。1964年の東京オリンピックの時には玉葱
と馬鈴薯が日本中から消えて相場が高騰したという話を産地様から伺いました。大いに期待をしたいと思い
ます。
本年も従業員一同、「関わる人をHAPPYに」という心持ちで一致団結して業務に励んで参ります。マルト

便も更に皆様にお役に立てる情報を乗せられるように努めて参ります。
皆様のご健勝と益々の繁栄を祈念致します。
本年もマルト商事をご愛顧賜りますよう、何卒宜しくお願い致します。

株式会社マルト商事 代表取締役社長 戸澤 周一
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いよいよ2020年という年を迎えました。日本はこれから夏まで東京オリンピックに向かって大きな盛り上がり
が続くことでしょう。昨年の日経平均の年末の終値も29年ぶりに高値を付け、景気の回復が続いているとの報
道も多く見られます。しかし私たちの日常の生活ではそれほどの豊かさや明るさは感じられないような気がし
ます。その理由をすぐに見つけることはできませんが、経済だけでは豊かさを享受できない社会が訪れている
ような気がします。人間の幸せとは何なのかという、本質的な問いと向き合わなければならない時代が来てい
るのかもしれません。

『おてらおやつクラブ』という社会貢献活動があります。2018年には無形の取り組みとしてはじめてグッドデ
ザイン対象を受賞しました。どこのお寺でも食べきれなかった“おそなえ”を、仏様の“おさがり”として貧
困家庭に“おすそわけ”するという取り組みです。2014年から始まった活動は、わずか5年で参加するお寺の
数が1000に迫り、毎月9000人の子どもたちのもとへと送られています。貧困問題は日本だけではありませんか
ら、「この活動こそが、仏の活動だ」と海外の寺院からも注目を集めているそうです。ここで評価されている
のは商品価値を増すためでも、消費を促すためのものでもなく、新しい社会基盤を作る仕組みです。新しい形、
未来がすこしでも良くなるかもしれないという希望がもてるように、社会のインフラをデザインしたことが多
くの賛同を呼んでいるのだと思います。

徳島県に上勝町という四国で最も小さくて、最も人口が少ない町が今、日本でも最もサスティナブルな町とし
て注目を浴びています。生ゴミは自宅のコンポストで堆肥化。その他のゴミはごみステーションに持ち込んで、
住民自ら45項目に及ぶ分別を行っています。なんと町にゴミ収集車は一台もないそうです。一般廃棄物のリサ
イクル率は81%に達していて、全国平均が約20%といわれますので、ものすごい数字だということがわかります。
この小さな町の取り組みへの見学に国内外から年間約2600人が訪れ、この取り組みをする町の暮らしそのもの
を宿泊などで体感できるなど、ビジネスとしての取り組みも進んでいます。

取り上げた２つの例は、従来のようなビジネスとしての経済活動ではありません。しかし、その取り組みに新
しい社会の希望が見られて、人々が共感してそれへの支援をするということは、人々を消費者と、支援を購入
という言葉に置き換えれば、次の時代のビジネスの可能性も想像できるのではないでしょうか。2020年という
年は、そういう新しい時代のはじまりになるような気がしています。

“食”の分野で役立つマーケティング情報

木下康司 きのしたこうじ
1966年生まれ。キノ・アンド・カンパニー株式会社 代表取締役。
デザインとコミュニケーションの力を使い商品やサービスの価値を高めてブランド力を作り出すことに取り組み続けている。

http://www.kino-company.com

1月 玉葱商品産地情報

産地 状況

国産黄玉葱 北海道 品位も量も安定しています。増量キャンペーンお願い致します！

輸入黄玉葱 USA 北海道産豊作で日本への入荷が少ない状況です。

中国剥き玉葱 甘粛省 価格は高値傾向です。品位は安定しています。

国産赤玉葱 北海道 若干品質不良があります。注意して加工致します。

輸入赤玉葱 USA 品位は安定しています。


